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 タカナ 
 

 

橋口 健一郎 

 タカナは中央アジアが原産と言われるアブラナ科の野菜でカラシナの一種です。日本へは平安

時代に中国から導入され，かつては近畿地方まで栽培されていましたが，現在は主に九州各地で

栽培されています。 

 一般に株が小型のものをカラシナ類，中型～大型のものをタカナ類と総称しています。特有の

ピリッとした辛み成分はマスタードなどと同じイソチオシアネートという成分で，食欲を増進さ

せ，昔から漬物材料として重宝されています。緑黄色野菜としても栄養成分が豊富で，特に免疫

力を高めてくれるβカロテンが豊富に含まれています。また，ビタミンＣをはじめビタミンＢ類

もバランスよくたくさん含んでいます。 

 生育適温は１５～２０度で，冷涼な気候を好みます。土壌に対する適応性は広く，多湿に耐え，

水田裏作に容易に導入できます。土壌酸度は中性に近い弱酸性が適しています。ここでは，漬物

用の秋まき春どり移植栽培を紹介します。 

 播種期は９～１０月です。播種の１週間前までに

育苗床を準備します。１平方㍍当たり堆肥２㌔，苦

土石灰１２０㌘，化学肥料６０㌘（チッ素，リン酸，

カリ成分１５％の場合）程度を施し，耕うん後，幅

１㍍程度の床を作ります。条間１０～１５㌢で浅い

溝を切り，条播きします。うすく覆土して，かん水

します。その後，本葉４枚頃までに２～３回にかけ

て間引きし，株間８㌢程度の一本立てにします。移

植期は１１～１２月で，本葉６～８枚程度が適期で

す。 

 本ぽは排水が良く，日当たりの良い場所を準備し

ます。１平方㍍に堆肥２㌔，苦土石灰１２０㌘，化

学肥料１００㌘（チッ素，リン酸，カリ成分１５％

の場合）程度を施し，耕うんします。定植はうね幅

１㍍，条間５０㌢，株間４０㌢程度で二条植えにし

ます。定植前日にかん水し，できるだけ断根しない

ように採苗します。収穫までに，追肥と除草を兼ね

て，中耕・培土を２～３回行います。追肥は１平方㍍当たり窒素・カリ肥料６０㌘（成分１６％

の場合）程度を２～３回に分けて施用します。 

 収穫期は３～４月頃です。とう（抽だい）の長さが１０㌢以上にならないうちに，できるだけ

大株で収穫します。        （鹿児島県農業開発総合センター園芸作物部野菜研究室長） 
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